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創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て
―
‐

財
同
法
人

古同
同
市
体
育
協
会

会

長

塩

谷

孝

高
岡
市
体
育
協
会
は
昭
和
二
十
二
年
、

戦
後
の
社
会
情

勢
の
混
乱
の
な
か
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

・
振
興
を
日
持
し
、

既
存
の
ス
ボ
ー
ツ
同
体
を
結
括
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

役菫篠菖じり訊ブう寵餞轟チ
講途

轟
齢
轟

寵
轟

チ
鱒

畿
鞭

轟
縄

慧
覇
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以
来
五
十
年
を
経
過
し
、

先
般
、

五
月
二
十
三
日
に
は
、

創
立
五
十

周
年
記
念
詰
の
発
刊
や
記
念
講
演
会

・
記
念
式
典

・
祝
賀
会
を
盛
大
に

催
し
、

そ
の
飾
目
を
ス
【ボ
ー
ツ
関
係
者

一
同
に
よ

っ
て
め
で
た
く
有
終

の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
高
阿
市
を
は
じ
め
関
係
各
位
、

加
盟
団
体
の
絶
大

な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
厚
く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

本
協
会
も
平
成
四
年
に

「財
団
法
人
高
岡
市
体
育
協
会
」
と

し
て
、

新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
、

組
織
、

財
政
の
強
化
は
も
と
よ
り

社
会
的
使
命
の
達
成
、

事
業
の
積
極
的
展
開
な
ど
、

市
民
の
体
育

・
ス

．ホ
ー
ツ
振
興
の
結
括
団
体
と
し
て
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

創
立
二
十
周
年
を
契
機
に
、

こ
れ
か
ら
は
過
去
の
実
績
を
基
に
、

問

近
に
通

っ
た
第
二
十
五
同
国
民
体
育
大
会
の
成
功
と
二
十

一
世
紀
に
向

け
て
、

本
市
が
提
唱
し
て
い
る

「市
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現

を
日
精
し
、

加
盟
団
体
等
と
の
Ｌ
携
を
図
り
な
が
ら
、

一
層
の
努
力
を

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、

創
立
か
ら
五
十
年
に
わ
た
り
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
■
げ
、

今
後
と
も
当
協
会
に

対
し
て
ご
鞭
能
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

逮籠 野 畠題競鶴菖鑑黛

い

む

―・・

さ

つ

式典のあいさつ

一零
記念誌と冊子
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一
、

厳
粛
な
記
念
式
典

過
去
、

創
立
二
〇
年
、

三
〇
年
、

四
〇
年
と
そ
の
節
目

毎
に
功
労
者
表
彰
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
半
世

紀
に
及
ぶ
長
き
に
渡

っ
て
当
協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
個
人
五
名
と

一
団
体
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
の
冒
頭
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、

会
長
か
ら
授

与
さ
れ
た
と
き
に
は
さ
す
が
会
場

一
杯
の
出
席
者
か
ら
、

各
自
の
永
年
の
功
労
を
讃
え
、

万

雷
の
拍
手
が
あ

っ
た
の
に
感
銘
を

覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
中

で
は
歴
史
を
た
ど

つ
て
、

創
立
の

苦
難
の
時
代
か
ら
の
想
い
出
、

第

一
三
回
国
体
開
催
や
近
年
の
体
協

財
団
化

の
苦
労
話
、

そ
し
て
、

二
　
　
一翠
一
ヽ
一

○
○
○
年
と
や
ま
国
体

へ
の
意
気
込
み
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ

の
辞
か
ら
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

二
、
「指
導
は
心
」
の
記
念
講
浪

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
西
田
善
夫
氏
を
招
き

「
ス
ポ
ー
ツ

人
間
の
魅
力
…
…
指
導
は
心
」
と
題
し
て
記
念
講
演
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、

当
初
の
予
定
よ
り
は
る
か
に
聴
衆
者

が
多
く
、

急
き
ょ
座
席
を
増
や
す
ほ
ど
の
盛
況
裡
に
終
わ

っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

講
演
内
容
も
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
解
説
委
員
と

し
て
の
職
業
柄
、

明
快
な
解
説
と
歯
切
れ
の
良
い
話
術
で
、

長
年
の
多
く
の
体
験
か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
は
心
を
つ
く
る
」

と
い
う

「
心
の
教
育
と
支
え
」
の
原
点
に
ま
で
入
り
込
ん

だ
内
容
、

そ
し
て

「競
技
場
は
生
き
も
の
で
あ
る
」
指
導

こ

者
の
発
想
や
寛
容
が
選
手
の

「
生
き
が

い
」
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
い
う
話
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
み
な
ら
ず
、

企

業
経
営
者

の
考

え
方
を
も
と
ら

たヽ
卜
や
つ
レ⊂
い
つヽ

ま
さ
に
記
念
す

べ
き
講
演
会
で

あ

っ
た
。

そ
の
後
、

講

演
内
容
を
冊
子

に
ま
と
め
記
念

小
冊
子
と
し
て
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
た
方
や
、

各
機

関
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
が
、

も
し
ご

希
望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
体
協

へ
ご

一
報
下
さ
い
。

三
、

半
世
紀
の
歩
み

記
念
事
業
の

一
つ
に
体
協
創
立
以
来

の
歩
み
を
記
し

た
記
念
誌
を
発

刊

い
た
し
ま
し

た
。約

一
年
が
か

り
で
、

そ
の
資

料
収
集
か
ら
、

聞
き
取
り
、

写

真
の
収
集
等
な
ど
編
集
委
員
会

（大
坂

委
員
長
）
を
中
心
に
し
て
編
集
し
た
。

記
念
誌
の
内
容
骨
子

（Ａ
四
判
二

一
二
ペ
ー
ジ
）

●
体
育
協
会
の
誕
生

（昭
和
三
二
年
～
三
〇
年
）

０
第

一
三
回
国
体
富
山
大
会
の
開
催

（昭
和
三

一
年
～
三
二
年
）

０
国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

（昭
和
三
四
年
～
四
三
年
）

０
創
立
二
〇
周
年
と
充
実
期

（昭
和
四
四
年
～
五
三
年
）

０
創
立
三
〇
周
年
と
発
展
期

（昭
和
五
四
年
～
六
三
年
）

０
創
立
四
〇
周
年
と
新
た
な
課
題
へ
の
取
組
み

（平
成
元
年
～
現
在
）

こ
の
よ
う
な
歩
み
を
賛
助
団
体
を
合

め
、

四
四
競
技
団
体
に
も
上
記
の
よ
う

な
内
容
で
各
協
会
、

運
盟
の
歴
史
を
た

ど

っ
て
も
ら

っ
た
。

編
集
に
当
た

っ
て
当
初
、

東
奔
西
走

し
な
が
ら
も
得
る
も
の
が
少
な
く
、　

一

つ
の
壁
に
当
た

っ
た
時
期
も
あ

っ
た
が

一
念
発
起
、

こ
の
機
に
と
も
す
れ
ば
忘

れ
が
ち
な
ス
ポ
ー
ツ
界
の
変
遷
や
推
移

ま
た
、

長
い
歴
史
の
中
で
我
々
の
多
く

の
諸
先
輩
方
が
残
さ
れ
た
輝
か
し
い
業

績
の
数
々
を
後
世
に
伝
え
る
責
任
と
、

▼
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将
来
、

本
市
の
ス
ボ
ー
ツ
の
発
展
の
た

め
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
で
委
員

一
同
集
大
成
を
め
ざ
し
た
。

四
、

盛
大
な
祝
賀
会

国
会
議
員
は
じ
め
招
待
者
、

各
競
技

団
体
参
加
考
、

賛
助
会
員
、

各
郡
市
体

育
協
会
、

旧
現
体
協
役
員
、

企
業
ス
ポ

ー
ツ
、

特
別
寄
稿
者
、

報
道
関
係
等
、

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
同
の
鳳
凰
の
間
が

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
総
勢
二
八
〇
名
の

大
祝
賀
会
に
な

っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
は
さ
み
各
膚
の

方
々
の
歴
史
を
た
ど
る
想
い
出
話
や
今

後
来
る
べ
く
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
同
体

を
控
え
て
の
選
手
強
化

・
準
備
の
苦
労

話
な
ど
で
、

元
気
に
盃
を
変
わ
す
光
京

を
見
て
、

さ
す
が
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
だ
な
と
い
う
こ
と
が

祝
賀
会
時
間
延
長
で
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
考
側
と

し
て
も
大
変
う

れ
し

い
限
り
で

あ
り
、

誠
に
盛

大
な
祝
賀
会
に

な

っ
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

高
岡
市
銃
剣
道
連
盟

高
岡
市
銃
剣
道
違
盟
は
、

昭
和
三

十
七
年
四
月
に
組
織
さ
れ
昭
和
五
十

年
七
月
に
高
岡
市
体
育
協
会
に
加
盟

し
、

戸
出
地
区
の
高
同
南
錬
成
館
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
長

一

六
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木
銃
を
互

い
に
持
ち
、

防
具
を
付
け
た
相
手
の

（喉
）
左
胸
部
、

左
拳
の
上
か
ら
の

突
き
を
（上
胴
）
、

下
か
ら
の
突
き
を

（下
胴
）
を
突
き
合

っ
て
勝
負
を
競

う
競
技
。

棺
術
や
剣
道
に
似
た
武
道

の

一
種
。

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体

ま
で
あ
と
二
年
余
り
と
な
り
、

運
盟

は
日
標
に
向
け
、

傾
注
し
て
選
手
強

化
の
体
制
を
整
え
、

競
技
力
の
向
上
に

努
力
し
て
い
ま
す
。　

一
般
の
普
及
事
業

と
し
て
金
日
本
銃
剣
道
逆
盟
よ
り
、

ス

ボ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
者
を
招

へ
い
し
、

実
技
講
習
会
を
実
施
し
て
模

範
的
な
基
本
動
作
及
び
形
、

試
合
を

一

般
に
披
露
し
な
が
ら
広
く
啓
家
し
て
い

る
。

又
違
盟
の
特
色
と
し
て
青
少
年
、

一
般
愛
好
者
そ
れ
ぞ
れ
百
官
百
錬
の
集

い
と
し
て
、

更
に
進
ん
で
斯
道
の
修
業

と
し
て
、

よ
り
多
く
の
愛
好
者
を
会
員

と
し
て
加
入
を
促
し
、

斯
道
の
普
及
と

会
員
の
拡
充
、

発
展
を
願

っ
て
い
る
。

な
お
連
盟
の
主
た
る
事
業
と
し
て
、

全

日
本
優
勝
大
会
、

全
日
本
選
手
権
大
会
、

全
国
銃
剣
道
寺
井
大
会
、

北
信
越
国
体
、

国
体
等
各
種
の
競
技
大
会
、

銃

（短
）

剣
道
研
修
会
、

段
級
審
査
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

又
昭
和
五
十
年
に
県
民
体

育
大
会
に
初
参
加
出
場
し
た
。

銃
剣
道

な
ど
の
優
秀
選
手
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
育
ち
が
多
い
。

追
盟
は
選
手
強

化
を
社
会
教
育
の

一
環
と
し
、

平
成
九

年
四
月
に
戸
出
中
、

高
岡
向
陵
高
、

大

門
高
、

高
岡
竜
谷
高
の
生
徒
が
集
ま
り

高
岡
ク
ラ
ブ
が
発
足
、

高
岡
向
陵
高
に

力 と 後 ま 高 し し ア 高 速 冬 導 き ず 銃
を

｀
は だ 校 て て ツ 校 征

｀
育 た つ 剣

た 元 節 尻 実 習 覚 ど 害 墨 季 湾 誓 客 覇↓と将這頑含後守甲象答柔優隼蓑覆
野婦遣丘

↓ととス委谷銭陪矢ゐ得
盆讐寧曇場喜と査璽督密蟹暮雪壕手衰宏署誓霞夜含業皇馬努窄島西
格特阜うと曇讐果谷き科召量畳各一 般 る 健 年 手 会 で 1 とし

' じ
校 が ど

校層栃示鵠産西こう
VX括

セ埜党ス
蟻あ垂

′Vヽ
口答告抵太県貞ふあだ少

霧 鶴1靭|響聯軍群欝1欝題1養喜

1聯十■義揮 =襲キ 磐 努続今た菌晟場′ヴ界界4語をモ
||
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第
５‐
回

高
岡
市
民
総
含
体
育
大
会

第51回の市体は去る 7月 ll日・12日を中心会期に34競技に小学生から高

齢者に至る役員 ・選手 1万千余名の参加により、57会場で各競技に熱戦が

展開された。

今回は、城光寺陸上競技場や市民体育館の改修に伴い使用できす、陸上

競技は県営五福陸上競技場において、また総合開会式は三協アルミのスポ
ーツセンターで開催するなど関係者の会場確保に苦労があったようですが、

幸い天候に恵まれ順調に競技が進行された。

ⅢⅢ荘学

語そ

中 ◆

高 ◆

生 ◆
の ◆

◆

◆

◆

今
年
の
県
体
は
八
月
八
日
０
か
ら
三

日
間
に
わ
た
り
小
矢
部
市
を
中
心
に
県

内
各
会
場
に
お
い
て
、

小
学
生
か
ら

一

般
に
至
る
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

本
市
か
ら
第
二
部
の

一
般
の
部
に
二
十

三
競
技
三
四
四
名
、

中
学
の
部
に
十
五

競
技
三
四
〇
名
が
参
加
し
各
競
技
に
わ

た
り
健
闘
し
ま
し
た
。

結
合
成
績
は

一
般
の
部

一
一
四
点
、

中
学
の
部
九
八
点
で
い
ず
れ
も
富
山
市

に
次
い
で
二
位
で
し
た
。

種
日
別
高
岡
市
の
優
勝
は
次
の
と
お

◇

一
般
の
部

水
泳
男
子
　
　
　
一ご

一
ス
男
子

相
　
撲
　
　
　
　
矛
木
　
道

ク
レ
ー
射
撃
　
　
ソ
フ
ト
を
衷
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子

軟
式
野
球

◇
中
学
の
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男

・
女

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
男

・
女

矛
本
　
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

剣
　
道
女
子

）

健
闘
を
称
え
る

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◇
平
成
１０
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会

今
年
の
高
校
総
体
は
香
川
県
を
中
心

に
四
国
四
県
に
わ
た
り
八
月

一
日
の
総

合
開
会
式
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
た
。

高
同
地
区
の
高
校
か
ら
も
、

厳
し
い

十
選
を
勝
ち
抜
い
た
各
校
の
精
鋭
選
手

が
暑
さ
に
負
け
ず
各
競
技
に
活
躍
し
ま

し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
　
一品
同
工
去
高
校
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
８

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
　
一向
同
西
高
校
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
８

（ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
　
一尚
岡
向
陵
高
校
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
８

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
佃
単
　
幡
谷
好
美
⌒高
同
西
）ベ
ス
ト
８

◇
平
成
１０
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

今
回
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、

巧
種
目
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

本
市
か

ら
水
泳

・
陸
上
競
技

・
柔
道

・
剣
道

・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
競
技
に
２３
名
の
選

手
が
参
加
し
従
闘
し
ま
し
た
。

中
で
も

苗
星
中
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が

ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
、

二
年
後
、

地
元

同
体
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。



体 協 だ よ り 平成 10年8月

ド
‐ ‐ ‐ 抑 … Ⅲ‐ Ⅲ‐ 川卜‐ 台 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ゃ ‐ 抑 → , 4 , ‐ ‐ ‐ ‐ → ‐ → ‐ → , ‐ 4 → ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ → , ― ‐ ‐ ‐ ― ‐― ‐ ― ‐‐ ‐‐ ‐ ‐ 加 ‐ Ⅲ… ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ コ1 ‐ 加‐ ‐ ‐ ‐ ― ‐ → ‐ ‐ ‐ ‐ 々 → 加― 川, ‐ ‐ ‐ , す

《スポーツドクター ・アドバイス》

筋カトレーエングの目的と
―
実際

）

平
成
６
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
を
契
機
に
、

本
県
で

も
科
学
的
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

筋
カ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ

る
チ
ー
ム
が
急
増
し
ま
し
た
。

当
時
の
県
内
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

中
学
、

古同
校
と
も
約
４０
％

の
チ
ー
ム
が
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、

さ
ら
に
そ
の
数
は
上
昇
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、

そ
の
目
的
と
方
法
を
し

っ
か
り
と
理
解
し
て

い
な
い
と
、

せ
っ
か
く
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
行

っ
て
も

そ
の
効
果
は
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

筋
カ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
目
的
は
単
に
筋
力
を
つ
け

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

批朔
技
中
の
様
々
な
動
き
（
ス

ピ
ー
ド
、

姿
勢
）
に
お
い
て
正
確
に
、

か
つ
力
強
く

反
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
従

来
の
よ
う
に
重
い
重
量
で
行
う
方
法
に
加
え
、

競
技

の
特
性
に
合
わ
せ
軽
い
重
量
で
回
数
を
多
く
行
う
こ

と
も
大
切
で
す
。

重
い
重
量
で
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

筋
肉
の
ボ

リ

ュ
ー
ム
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
す
。　

一
回
で
持

ち
上
げ
ら
れ
る
最
大
の
重
量
の
７０
～
８０
％
の
重
量
で
、

１０
回
を
１
セ
ッ
ト
で
行
う
の
が

一
般
的
で
す
。

こ
の

際
、
も
う
で
き
な
い
と
思

っ
て
も
、

人
の
助
け
を
借

り
て
さ
ら
に
も
う

一
回
余
分
に
行
う
こ
と
、　

一
回
毎

の
手
技
に
お
い
て
、

挙
上
し
た
後
す
ぐ
に
降
ろ
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、

挙
げ
き

っ
た
と
こ
ろ
で

一
呼

吸
お
い
て
、

で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
降
ろ
し
て
く
る

こ
と
は
ト
レ
ー
エ
ン
グ
効
果
を
た
か
め
る
コ
ツ
で
す
。

一
方
、

軽
い
重
量
で
行
う
ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
日
的

は
神
経
の
指
令
に
対
す
る
、

筋
肉
の
収
縮
の
反
応
（神

経

・
筋
系
協
調
）
を
養
う
も
の
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
早
い
動
き
が
要
求
さ
れ
る
競
技
に
は
非
常
に
大

）

切
な
ト
レ
ー
エ
ン
グ
で
す
。

そ
の
重
量
と
回
数
の
関

係
は
図
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ト
レ
ー
エ
ン
グ
機
器
の
な
い
チ
ー
ム
に
お

い
て
は
二
人

一
組
と
な
り
、　

一
人
が
体
や
関
節
を
回

定
し
、
も
う

一
人
が
抵
抗
に
反
し
て
意
識
的
に
曲
げ

た
り
、

伸
ば
そ
う
と
力
を
い
れ
る
方
法
で
す
。

体
や

関
節
は
動
か
し
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
も
立
派
な
ト
レ
ー

エ
ン
グ
で
す
。
と
く
に
腹
筋
、

背
筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

こ
の
方
法

は
体
や
関
節
を
痛
め
て
い
る
時
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
と

し
て
も
有
用
で
す
。

ど
の
方
法
を
選
択
す
る
に
せ
よ
、

筋
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
た
だ
漫
然
と
回
数
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、

目
的
を
も

っ
て
、

そ
れ
に
即
し
た
方
法
を
選
択
し
、

一
回

一
回
の
手
技
に
お
い
て
実
戦
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

真
剣
に
行

っ
て
こ
そ
最
大
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

早
速
、

今
日
か
ら
で
も
試
し
て

み
て
く
だ
さ

い
。

，ｔ
復
回
数

‐５

，一３０

５０．６０

1

100%

2-3 95ワ̀ -3   廟

4-5 90ワる -5

6-7 85ワ6 B-7

8-10 75-80% 8-10
-15 70ワる 13-

50ワ̀

ヽ35ワる/

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で
競
泳
チ
ー
ム

の
監
督
を
務
め
ら
れ
た
方
と
お
話
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で

「指
導
と
研
究
」
が
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

競
技
力
の
微
々
た
る
向
上
の
た
め

に
世
界
中
の
指
導
者
と
研
究
者
が
し

の
ぎ
を
削

っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
も

日
本
で
は

「指
導
者
と
研
究
者
の
連

携
」
が
う
ま
く
取
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

そ
れ
は
日
本
の
研
究
は
学
術

的
な
色
合
い
が
強
く

「指
導
の
た
め

の
科
学
的
検
証
」
に
主
眼
が
お
か
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

研
究
に
よ
る
知
識
の
蓄
積
は
ス
ポ

ー
ツ
の
指
導
現
場
に
有
用
な
こ
と
で

す
が
、
「知
識
も
道
具
」
な
の
で
、

研

究
者
の

「
現
場
で
の
使
い
や
す
さ
」

を
も

っ
と
考
え
た
取
り
組
み
と
、

指

導
者
も
自
分
の
経
験
の
み
に
頼
ら
ず

科
学
的
検
証
を
取
り
入
れ
た
指
導
法

の
開
発
な
ど
、
「双
方
の
努
力
と
歩
み

寄
り
」
が
今
後
の
科
学
的
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
普
及
発
展
と
競
技
力
向
上
に

結
び
つ
く
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。

高岡市民病院整形外科 山  田 均
→‐‐‐‐●…Ⅲ‐,― ‐々‐‐‐‐‐―‐―「‐Ⅲ―利‐‐‐‐‐‐―‐‐‐―す‐‐― 李々`‐‐‐“'―す‐‐‐‐―‐‐‐→'‐抑●‐Ⅲ‐々 →‐―‐‐‐‐‐‐ヤ‐Ⅲド‐コ‐川‐‐―‐‐‐‐‐―‐―●‐コ‐コ‐A
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瑚 昨車評1構■葺堆華轟義

平
成
１０
年
の
評
議
員

会
は
、

体
協
五
十
周
年

記
念
行
事
に
先
が
け
開

催
さ
れ
、

水
見
勝
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
長
を
議

長
に
選
任
し
、

議
題
に

沿

っ
て
次
の
事
柄
を
承

認

・
可
決
し
た
。

①
平
成
９
年
度
事
業
並

び
に
収
支
決
算

②
働
高
岡
市
体
育
協
会

財
産
目
録

③
平
成
１０

・
１１
年
度
役

員
改
選

④
平
成
１０
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算

〈平
成
１０

・
１１
年
度
役
員
〉

会
　
長
　
塩
谷
　
孝

一

副
会
長
　
谷
道
　
　
巌

豊
本
　
　
弘

大
坂
　
昭
輔

専
務
理
事
　
川
渕
　
義
弘

常
務
理
事
　
高
倉
　
正
和

理
　
事
　
狩
野
　
忠
則

西
　
利
治
働

鍋
島
紀
泰
働

堺
　
　
一二
徳

谷
内
　
浩
仁

駒
井
　
進

一

福
田
　
を埜
心

魚
谷
美
佐
栄

畠
山
建
雄
働

酸
工　
事
　
川
中
　
　
一手

本
保
　
菱
雄

荒
井
　
武
夫

福
尾
　
博
志

高
野
　
健

一

宇
於
崎
　
弘

宮
崎
　
　
恒

宮
崎
　
外
行

橋
　
　
　
修

品Ｔ
　
　
　
　
　
　
無具

京
田
　
和
男

清
水
　
芳
隆

坂
本
雅
則
制

毛
利
喜
久
夫

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈表
　
彰
　
者
〉

☆
表
　
彰
　
状

大
井
昭

一

（柔
道
運
盟
理
事
長

・
副
会

長
・
理
事
長
）
・
並
木
正
雄

（ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
副
会
長
▼

中
　
費

（ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
・
副
会
長
）
・
田
畑

勝
峰
飛

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
）
・

／
）

萩
原
隆
夫

（バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

理
事
長
）
・滝
田
　
悟

（全
日
本
パ
ワ
ー

リ
フ
ィ
テ
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権

大
会
５０
歳
以
上
７５
ｋｇ
級
優
勝
▼

谷
内

政
宏

（全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
大

会
４０
歳
以
上
６０
ｋｇ
級
優
勝
▼

越
田
芳

成

（全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会

一
般
男
単
３
位
▼

今
井
彰

宏

（全
日
本
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
男
子
復
３
位
他
▼

増
本
幸
俊

（全
国
青
年
相
撲
大
会
無
差

別
優

勝
）
・植
原
明
美

（全
日
本
選
抜
イ
ン
ド

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
大
会
優
勝
他
▼

佐
々

木
忍

（全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

一
般
女
子
単
優
勝
他
▼

横
山
里
美

（全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン

ト

ン
選
手
権
大
会

一
般
女

子
復
優

勝
）
・谷
内
貴
昭

（全
日
本
社
会
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
男
子
単

優

勝
▼

裏

地

美
香

（全
日
本

選
抜
イ
ン
ド
ア

テ
ニ
ス
大
会
優

勝

他
▼

紺

谷

幸

一

（全
日
本

社
会
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権

一
）

大
会
混
合
復
準
優
勝
）
・大
山
宏
司

（全

日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
男
子
復
優
勝
）
・本
田
和
裕

（全
日
本

社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
男

子
復
準
優
勝
）
。今
井
紀
夫

（全
日
本
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
男
子
復
優
勝

他
）
・明
石
由
美

（全
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会

一
般
女
子
復
３
位
▼

高
橋
善
孝

（全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
３
位
他
）
・山
田
潤
子

（全
日
本

社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

一

般
女
子
復
３
位
▼

〓
一協
ア
ル
ミ

ニ
ウ

ム
エ
業
佛
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（全
日
本

実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
準

優
勝
▼

立
山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
佛

女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（全
日
本

ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
▼

ト
ナ
ミ
運

輸
硼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

タ
カ
ギ
セ
イ

コ
ー

・
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

（日
本
実
業
団

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス
選
手
権
大
会

３
位

他
▼

塩
谷
建
設
僻
女
子
柔
道
部

（全
日

本
実
業
団
柔
道
団
体
対
抗
大
会
２
部
優

勝
）
・富
山
県
選
抜
成
年
女
子

（国
民
体

育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
３
位
）

☆
感
　
謝
　
状

本
江
　
直
之

（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

五
十
嵐
松
治

（相
撲
連
盟
）

大
野
　
栄
作

（卓
球
協
会
）
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天
野
　
清
春

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
金

横
田
　
光

一

（水
泳
協
会
）

酒
井
　
浩
文

（水
泳
協
会
）

政
地
　
慎
二

（
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
逗
盟
）

大
橋
　
　
堕
豆
宋

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

宮
下
　
光
雄

（陸
上
競
技
協
会
）

石
口
　
　
昇

（ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
イ
ン
ン
グ
通
じ

〈加
盟
団
体
新
役
員
）会

　
本ヽ
田
　
義
邦

明
工　
江
嵐
　
賢
治

明
工　
宮
本
　
弥
生

会
　
山
崎
　
義
Ｔ

高
岡
市
実
行
委
員
会
事
務
局
と
は
第

丘
五
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催
に
向
け

て
、

大
会
予
算
の
編
成
や
大
会
運
営
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
実
施
本
部
の

設
置
業
務
、

広
報
啓
発
、

さ
ら
に
は
民

泊
の
進
め
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
り
わ
け

来
年
度
は
、

七
月
か
ら
十

一
月
に
か
け

て
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、

競
技
団
体
は
じ
め
関
係
機

関

・
団
体
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

園

開
催
準
備
に
追
進
し
て
い
ま
す
。

高
岡
市
自
転
車
競
技
協
会

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
自
転
章

競
技

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
、

水
見
、

高

岡
尚
市
で
の
開
催
と
な
り
、

そ
れ
に

向
け
て
協
会
再
編
成
を
し
て
三
年
目

に
入
り
ま
し
た
。

活
動

の
柱
は
選
手
強
化
と
競
技
運

営

ス
タ

ッ
フ
の
養
成
で
す
。

選
手
強
化
は
現
在
成
年

一
部
五
人
、

二
部
十
人
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

昨
年

の
大
阪
国
体
は
、

山
崎
良
洋

君
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が

ら
満
足
の
い
く
結
果
は
残
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

県
の
強
化
指
定
選
手
の
山
崎
君
、

米
津
篤
司
君
を
中
心
に
、

高
岡
向
陵
、

水
見
高
校

の
部
員
が
卒
業
後
も
我

々

の

一
真
と
し
て
、

地
元
で
競
技
を
続

け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

成
年
二
部
は
八
月
二
日
の
県
体
で
、

原
野
直
樹
君
の
活
躍
で
郡
市
対
抗

で

氷
兄
市
に
次

い
で
二
位
と
な
り
ま
し

た
。

未
経
験
者
が
気
軽
に
自
転
車
競

技
に
取
り
組
み
易

い
状
況
を
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ
し
て
、

底
辺
の
拡
大
を
図
り
、

全
体
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

競
技
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
、

公
認
審

判
員
資
格
者
と
し
て
、

二
級
３
人
、

三
級
１０
人
が
取
得
し
ま
し
た
。

国
体

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
コ
ー
ス
も
ほ

ぼ
決
定
し
、

今
年
の
中
部
八
県
対
抗
、

九
九
年
プ
レ
国
体
の
都
道
府
県
対
抗

競
技
大
会
等
で
競
技
運
営
、

審
判
員

等
を
経
験
し
て
、

本
番
に
望
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
俸
で
は
、

地
元
高
岡
の
選
手
が
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
出
場
し
、

協
会
ス
タ
ッ
フ
が
運
営

協
力
を
し
、

そ
し
て
コ
ー
ス
沿
道
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
大
声
援
を
受
け
、

上
位
入
賞
す
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

相 水 ヨ 理 体 相 柔 ハ 会
事    ン

撲泳ノ長操撲道ぶ長
ト

協協協 協連連ル
協

会 会 会

越
円
　
打
也

樋

日
　
手
良

山
本
　
雅
信

〈体
育
保
健
課
の
異
動
〉

平
成
１０
年
度
の
異
動
で
狩
野
忠
則
課

長
が
国
体
準
備
局
の
参
事
総
務
課
長
に

栄
転
さ
れ
、

新
た
に
西
利
治
氏

（市
町

村
会
出
向
）
が
課
長
に
就
任
す
る
。
ま

た
、

社
会
教
育
主
事
の
村
田
憲
三
氏
が

県
の
二
〇
〇
〇
午
国
体
局

へ
栄
転
し
、

後
任
に
横
越
建
之
氏
公
一上
工
業
高
校
）

が
着
任
す
る
。

こ
の
募
金
は
、

国
体
を
県
民
総
参
加

で
成
功
さ
せ
る
た
め
、

県
内
の
経
済
、

社
会
同
体
等
の
民
間
団
体
か
ら
な
る
国

体
募
金
昨
進
委
員
会
が
、

広
く
県
内
外

の
各
界
の
方
々
お
よ
び
県
民
の
甘
さ
ん

の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

集

め
ら
れ
た
募
金
は
富
山
県

へ
寄
付
さ
れ
、

国
体
の
運
キ
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
な
ど

に
募
金
箱
、

金
融
機
関
（郵
便
局
除
く
）

に
募
金
箱
と
振
込
用
紙
が
配
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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轄弾1-

章像電竜こ常,r 、`

国
体
募
金
に
ご
協
力
を
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「
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
」

を
め
ざ
し
て

高
岡
市
立
伏
木
中
学
校

三
年

安

田

吉

宏

最
高
記
録
は
ｌ

ｍ
８９

ｃｍ
ｏ

ま
だ
ま
だ

未
知
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

冬

季
練
習
で
は
ジ
ャ
ン
プ
系
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
力
を
入
れ
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
筋
力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

今
年
は

城
光
寺
陸
上
競
技
場
で
の
練
習
が
で
き

な
い
た
め
、

競
技
会
で
は
助
走
、

踏
み

切
り
、

空
中
動
作
な
ど
を

一
本

一
本
細

か
く
チ

ェ
ッ
ク
し
、

順
調
に
記
録
を
伸

ば
し
て
き
ま
し
た
。

走
り
高
跳
び
と
い
う
の
は
、

自
分
の

身
体
が
バ
ー
を
超
え
る
か
超
え
な
い
か

は
紙

一
重
で
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
踏

み
切
り
や
呼
吸
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ず
れ
る
と
バ
ー
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

本
人
は
自
分
の
身
体
が
空
中
に
浮
い
て

い
る
こ
の
瞬
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き
だ

と
言

っ
て
い
ま
す
。

８
月
２２
日
か
ら
山
形
県
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
で
活
躍
し
て
お
り
、

今
後
の

目
標
は
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
で
活

躍
で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
期
待

さ
れ
る
選
手
で
す
。

高
岡
市
に
お
い
て
は
、

来
た
る

「
二

〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
」
に
備
え
て
、

昨
年
よ
り
、

会
場
と
な
る
施
設
の
改
修

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ｏ
城
光
寺
野
球
場
は
、

昭
和
四
十
八
年

に
竣
工
し
、

以
来
部
分
修
理
は
な
さ
れ

て
き
た
が
、

今
回
は
グ
ラ
ン
ド
の
上
の

入
れ
換
え
、

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
客
席
の

設
置
、

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
改
良
な

ど
大
々
的
に
改
修
が
行
な
わ
れ
、

去
る

二
月
に
工
事
が
完
了
し
、

高
校
野
球
の

名
門
Ｐ
Ｌ
学
園
の
招
待
に
よ
り
、

こ
け

ら
お
と
し
が
開
催
さ
れ
た
。

ｏ
城
光
寺
陸
上
競
技
場
は
、

メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
内

・
外
部
の
改
修
と
電
気
設
備

）

の
改
良
、

フ
ィ
ル
ド
の
整
備
、

写
真
判

定
塔
の
設
置
、

そ
の
電
気
設
備
の
改
修

が
な
さ
れ
て
お
り
明
年
の
四
月
に
工
事

が
完
了
す
る
予
定
。

ｏ
市
民
休
育
館
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ

ー
ト
が
十
面
確
保
で
き
る
よ
う
に
ア
リ

ー
ナ
の
拡
張
、

電
気
設
備
と
証
明
の
改

良
、

屋
根
の
防
水
、

客
席
の
整
備
な
ど

の
改
修
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

十
月
の

完
成
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
日
本
リ
ー

グ
が
開
催
さ
れ
る
。

一一中抑一昨枠準時一一！……！―て…！！！一“，」い一

会
員
各
位
に
は
日
頃
よ
り
当
協
会
に

対
し
格
別
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
１０
年
度
の
賛
助
会
費
を
今
受
付

て
お
り
ま
す
が
、

会
計
事
務
処
理
上
、

‐２
月
ま
で
に
ご
納
入
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

◆
集

◆
後

◆
記

創
立
五
十
周
年
の
記
念
事
業
も
無
事
に

終
了
し
、

今
回
は
そ
の
特
集
を
中
心
に
編

集
し
ま
し
た
。

五
十
年
に
わ
た
り
、

関
係
者
の
積
極
的

な
協
力
に
築
か
れ
た
成
果
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
、

こ
の
節
目
に
あ
た
り
、
し

っ
か
り

と
見
つ
め
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
。

本
協
会
も
こ
れ
を
契
機
に
将
来
の
展
望

に
立
ち

一
層
の
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

「あ
す
リ
ー
と
高
同
」
も
年
二
回
の
発

行
で
す
が
、

今
後
内
容
の
充
実
に
努
め
加

盟
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
と
の
広
報
を

通
し
て
連
携
を
深
め
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興

ヘ

役
立
て
た
い
も
の
で
す
。
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